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平成 28年度 南小学校区 第１回地域コミュニティ連絡会のまとめ 

作成：三島市役所地域安全課きずなづくり推進室（TEL：055-983-2708） 

６月１３日（月）に開催された「南小学校区第１回地域コミュニティ連絡会」にご出席いただきまし

て、誠にありがとうございました。まとめができましたので、送付いたします。 

■開催概要■ ※市のホームページにも掲載しています。 

日 時 平成 28 年 6 月 13 日（月）19:00～20:40 

会 場 消防署 

参加団体 

 

 

 

（32 名） 

中央町自治会 

北田町町内会 

南田町町内会 

富田町自治会 

青木町内会 

平田自治会 

藤代町町内会 

モナｰク三島自治会 

交通安全母の会 

青木保育園 

南幼稚園 

南幼稚園 PTA 

私立のびる幼稚園 

南小学校 

南小学校 PTA 

南中学校 

北田町子ども会 

南本町子ども会 

富田町子ども会 

本町小中島（子ども会） 

南小学校支援地域本部 

体育振興会 

消防団第１７分団 

保護司会 

民生委員・児童委員 

地域包括支援センター三島 

■今年度の連絡会の流れ（予定）■ 

 

 

●連絡会の中で、地域の皆さんに知ってほしいことや協力を仰ぎたいことなどを共有しました。 
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H29年度 

計画の実践へ 

～各団体/より校区の皆さんへ、情報提供＆ご協力のお願い～ 

◆南小学校支援地域本部：今年 4 月に発足した。おやじの会と平行しながら活動していく。 

◆南 幼 稚 園：10/15(土)に運動会開催、未就園児の競技あり。資源ゴミを随時回収中。 

◆青 木 保 育 園：毎週火曜 10:00～12:00 園庭開放、ご近所の親子へぜひ周知願います。 

◆消防団 17分団：新規入団希望者、募集中。10/23(日)市内の消防団によるポンプ車操 

法の競技会に出場、8 月から練習を開始。 

◆のびる幼 稚 園：10/22(土)のびる祭り。毎日、園庭開放を実施。ぜひお越しください。 

◆南中学校支援地域本部：花壇整備ボランティア募集中。夏休み前に｢通学路キラリ大作戦｣を実施。 

◆富田町自治会：9/22(木・祝)おんすいち作業所にて催しものあり。 

◆体 育 振 興 会：6 月末にグラウンドゴルフ大会を開催。今年から年 2 回開催。小学校高

学年以上なら誰でも参加可。体調管理をしっかりしてご参加ください。 
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●第 1回連絡会では、2つのグループに分かれて計画案のたたき台に関する意見交換をしました。 

●この結果をもとに協働の取組み計画案を修正し、第 2回連絡会で皆さんに再びご意見をいただく予

定です。 

こんな小学校区にしたい 

【A グループ】 

●あいさつ・声かけ 

・大きな声であいさつができるまち 

・明るくあいさつが交わされる安心、安全な

校区 

・見守りのあるまち、声をかけあうまち 

・声かけあう小学校区 

 

●明るく元気・笑顔 

・皆が明るく元気で、笑いあふれる校区 

・笑顔あふれる南小学校区に！ 

・笑顔があふれる 

・他人を笑顔にする 

 

●支え合う 

・支え合おう南小学校区 

・皆で支え合う、思いやりあふれる 

・みんな！なかよし！みつめあう！小学校区 

 

●その他 

・いつまでも住みたい 

・みんなで守る地球のきずな 

・子どもを大切にできる学区 

・安全、安心な小学校区 

・花や緑に囲まれて毎日楽しい南小学校区 

・生きやすい小学校区 

 

【B グループ】 

●あいさつ・声かけ 

・あいさつの飛び交うまち 

・かけ声、あいさつ 

 

●明るく元気・笑顔 

・明るく楽しく元気よく！ 

・笑顔あふれる 

 

●その他 

・和と輪 

・緑と水に囲まれた大きな家族 

・安心 

・地域との連携 

  

意見交換のまとめ 
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お困りごと・現在の状況 

 

 A グループ B グループ 

地域内 

連携 

 ・きずな作りのために、町内でゴミ拾い。 

・地元の自治会にグラウンドゴルフ用に 

園庭を提供している。（のびる幼稚園） 

・地域に向けた保育園のお便りを昨年度よ

り、町内会に回覧した。 

防災 
・防災訓練には、親が参加しないと子どもも

参加しない。 

・既に、中学校は防災訓練に非常に協力的。 

子ども 

・登校中の子どもに声を掛けるが、返事が返

ってくる子どもが少ない。 

・あいさつ運動を月 1回(第 3金曜日)実施。

とても元気でかわいい。 

・ラジオ体操の後、あいさつ運動を実施して

いる。 

・毎年、各地区が協力して朝の小中学生の登

校を見守っているが、地区によって負担

(一人当たり当番回数)の差が大きい。 

・防犯パトロールをやっているが、学年によ

って下校時刻がバラバラで課題となって

いる。 

・既に防犯パトロールをやっている人は 3

人いる。学校の卒業式に招待され、うれし

かった。 

・町内行事の美化委員ポイ捨てゴミ回収キャ

ンペーンに子ども会にお願いして、参加し

てもらった。 

・通学路キラリ大作戦（中学生と地域の方が

一緒に清掃）に、できるだけ参加している。 

・子ども会の会員の減少。子どもの習い事な

どにより、辞められる方が毎年数人いる。

子ども会としての存続が難しい。 

・子どもがいても子ども会に入らない世帯が

ある。8世帯中 2世帯のみ加入。(富田町) 

・藤代は子ども会がないので、地域とのつな

がりもない。 

・子ども会主催だったどんど焼きがなくな

り、自治会が代わって復活させた。(青木) 

・子ども自体が少ない。来年の子ども会は 4

世帯。（本町） 

 ・子どもの遊び場がない。 

・田町広場が土曜日、クラブへ貸し出しの為

地域の子どもが締め出されている。 

・就労していない母親の 2～3歳の未就園児

の遊び場がないので、園庭を提供した。 

・おやじの会は、父親自身が楽しみながら参

加している。 
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取組みたいこと 

 

学校や保育園・幼稚園と地域との連携を深めよう 

 A グループ B グループ 

効果的な

情報 

発信 

・情報の共有。広報、回覧での学校の行事、

活動 PR。より多くの地域の方々の参加に

役立つと思う。 

・学校のお便りの文字が小さくて、読みに

くい。 

・子ども達にお便りを配達してもらった方

がコミュニケーションがとれる。 

・イベントカレンダーの掲示板を設ける。 

園児の 

参加 

 ・地域の防災訓練に園児(保護者)が参加す

る。できたら職員も参加するように。 

・地域の訓練に園児と保護者、親子で参加

することならできるかもしれない。園児

だけは難しい。 

その他 

・今ある活動を継続する（あいさつ、ゴミ拾

い）。 

・地域に住む未就学児童の情報を知りたい。 

・ペットボトル、プルタブ回収で、地域に

協力してほしい。(中学校) 

 

防災訓練に小中学生が参加しやすいようにしよう 

 A グループ B グループ 

訓練内容

の見直し 

・中学生に魅力ある訓練プログラムを考え

る必要がある。 

・起震車、スモークハウスは中学生が興味

を持つ。 

・消化(器)訓練に中学生に参加してもらう。 

・6町内合同訓練では、消防団に競技会でや

る競技種目(ポンプ操法)を披露してもら

ってはどうか。 

・訓練に地域差がある。訓練の内容がマン

ネリ化、実効性もない。中学生の参加率

以前に、内容を見直したほうが良い。 

日程調整

＆ 

募集方法 

・中学校の部活の日程と調整、できればク

ラブチームとも。 

・参加証明のスタンプは、中学生の参加増

加に効果的。 

・訓練では具体的にどんなことを行うか、

事前にプログラムを明らかにして募集す

る。 

・地域で日程を統一すれば、中学校は生徒

に声掛けする。 

その他 

 ・自主防災会で名簿を作っているので、中

学生の人数は分かるのでは？ 

→個人情報の問題で、出してくれない、 
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子ども達を地域で育む取り組みを進めよう 

 A グループ B グループ 

あいさつ 

・返事が返ってこない子どもには、何度も

声かけをする。顔を知ると子どもからあ

いさつがある。 

・子どもも大人も元気にあいさつを交わす。 

 

登下校の 

見守り 

方法 

 ・スクールガードの組織化が必要。 

・ちょっとした見守りなど、小さいことで

あっても地域の人のできることが必要で

はないか。 

・組織でなくても、各家庭の門前、また曲

がり角などで声掛けする。 

・組織でなく、ボランティアでやる！ 

・遅れて登校してくる子どもたちが危険。

気づいた人が手を貸す。 

子ども会 

未加入者

の参加 

・校区の運動会に、子ども会に未加入の子

も参加したがる。 

・運動会、しゃぎりは、子ども会未加入者

も参加可能にすれば、子ども達のつなが

りが深まる！ 

合同 

子ども会 

・子ども会の会員減少。近隣町内との合同

子ども会を検討する。 

・隣接する地区と協同で子ども会を作る。

例：藤代と青木。家が増え子どもも増加。 

・子ども会が休止になった。合同子ども会

に賛成です。 

・地域のお祭りに、地区関係なく参加でき

るようにしてほしい。 

・子ども会相互交流。 

 

子ども会

の支援 

・子ども会と自治会が連携する。自治会と

子ども会が共同で活動。 

・子ども会役員をシニアなどが自主的にサ

ポートしたい。老人会と協力。例：資源

ごみ回収を合同でできないか？ 

・子ども会会員の確保。 

・運営のサポート。 

・子ども会の活性化。子ども会を大切にす

る地域づくり。 

・子ども会の活動は尊重し、必要に応じて

対応。 

・おやじの会の活動は、子ども会の一助に

なっている。 

子ども会

からの 

アピール 

・子ども会の現状等を町内会にアピールす

る。知られていない事が多い。 

・子ども会から自治会(他団体)へ、助けを求

める。声を出す。 

・子ども会がどうなっているのか分からな

かった。知らせてほしい。 

 

その他 
・子どもが集まる遊びの場所を増やしてほ

しい。空き家を活用など。 

・おやじの会は自分たちが楽しんでやって

いるので、PTA活動の理想型。 
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◆こんな小学校区にしたい 

・「あいさつ」や「声かけ」「明るく元気」「笑顔」などの言葉を用いる。 

 

◆お困りごと・現在の状況 

・小中学生登校時の見守り当番回数が地区によって大きく差がある旨を追記する。 

 

◆取組みたいこと 

＜学校や保育園・幼稚園と地域との連携を深めよう＞ 

・「⑤地域の防災訓練に園児が参加する」は、「園児と保護者が親子で参加する」に修正し、「防災訓

練に小中学生が参加しやすいようにしよう」の項目に移動する。 

・地域のイベントがいつでもわかるような掲示板を設けることができないか検討する旨を追記する。 

 

＜防災訓練に小中学生が参加しやすいようにしよう＞ 

（特になし） 

 

＜子ども達を地域で育む取り組みを進めよう＞ 

・老人会と子ども会の合同資源回収を検討する旨を追記する。 

・子ども会から自治会（他団体）に協力を求める旨を追記する。 

・運動会やしゃぎりには、子ども会未入会者でも参加できるようにする旨を追記する。 

意見交換の結果を踏まえた「きずながつくる協働の取組み計画案」の修正の主なポイント 


